
Ⅵ 令和２年度公共事業再評価
  に関する総括表
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（
様

式
3
号

）

担
当

部
課

名
事

業
名

称
事

業
期

間
市

町
村

・
地

区
等

名
事

業
の

目
的

・
概

要
・
進

捗
事

業
費

（
千

円
）

再
評

価
理

由

農
林

水
産

部
農

村
森

林
整

備
課

県
営

中
山

間
地

域
農

村
活

性
化

総
合

整
備

事
業

平
成

2
2
年

度
～

令
和

2
年

度
八

女
市

黒
木

地
区

〇
事

業
の

目
的

　
中

山
間

地
域

に
お

け
る

農
業

生
産

性
の

向
上

を
図

る
た

め
、

農
業

生
産

基
盤

及
び

農
村

生
活

環
境

の
一

体
的

整
備

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

農
業

農
村

の
活

性
化

を
図

る
。

〇
事

業
概

要
　

ほ
場

整
備

4
.4

h
a　

外
3
工

種 〇
事

業
進

捗
率

　
1
0
0
%

1
,7

2
1
,4

5
0

(1
,7

2
1
,4

5
0
)

継
続

R
2
年

度
に

事
業

完
了

の
見

込
み

。

農
林

水
産

部
農

村
森

林
整

備
課

林
道

事
業

平
成

2
2
年

度
～

令
和

4
年

度
嘉

麻
市

・
田

川
郡

川
崎

町
熊

ヶ
畑

・
安

真
木

線
〇

事
業

の
目

的
　

林
道

を
整

備
す

る
こ

と
で

、
①

森
林

の
適

正
な

維
持

管
理

②
林

道
整

備
に

よ
る

効
率

的
な

林
業

経
営

③
山

間
集

落
間

を
結

び
生

活
環

境
の

整
備

を
図

る
。

〇
事

業
概

要
　

林
道

延
長

　
約

9
.4

ｋ
ｍ

〇
事

業
進

捗
率

　
約

8
4
%

1
,3

9
2
,3

6
0

(1
,6

6
0
,0

0
0
)

継
続

R
4
年

度
に

事
業

完
了

の
見

込
み

。

県
土

整
備

部
道

路
建

設
課

道
路

事
業

平
成

2
3
年

度
～

令
和

9
年

度
（
予

定
）

嘉
麻

市
一

般
国

道
３

２
２

号
（
嘉

麻
バ

イ
パ

ス
）

○
事

業
の

目
的

　
・
安

全
で

円
滑

な
交

通
の

確
保

　
・
広

域
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

強
化

　
・
筑

豊
地

域
の

振
興

支
援

○
事

業
概

要
　

・
延

長
　

２
．

６
５

ｋ
ｍ

○
事

業
進

捗
率

　
約

３
１

％

3
,1

8
0
,0

0
0

（
1
0
,3

3
0
,0

0
0
）

継
続

・
本

事
業

は
バ

イ
パ

ス
整

備
を

行
う

こ
と

で
「
安

全
で

円
滑

な
交

通
の

確
保

」
、

「
広

域
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

強
化

」
、

「
筑

豊
地

域
の

振
興

支
援

」
を

目
的

と
す

る
事

業
で

あ
る

。
・
費

用
対

効
果

が
十

分
認

め
ら

れ
る

事
業

で
あ

る
。

・
事

業
進

捗
率

は
事

業
費

ベ
ー

ス
で

3
1
％

で
あ

り
、

用
地

は
8
4
％

が
取

得
完

了
で

あ
る

。
・
嘉

麻
市

が
用

地
交

渉
や

地
元

調
整

を
積

極
的

に
行

っ
て

お
り

、
地

域
の

協
力

体
制

も
整

っ
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
、

令
和

9
年

度
の

事
業

完
了

を
目

指
し

、
本

事
業

を
「
継

続
実

施
」
と

す
る

。

公
共

事
業

再
評

価
に

関
す

る
総

括
表

※
事

業
費

の
（
　

　
　

）
は

、
事

業
期

間
に

お
け

る
総

事
業

費
で

あ
る

。

860



県
土

整
備

部
道

路
建

設
課

道
路

事
業

平
成

2
3
年

度
～

令
和

5
年

度
（
予

定
）

行
橋

市
主

要
地

方
道

門
司

行
橋

線
（
行

橋
市

工
区

）

○
事

業
の

目
的

　
・
走

行
性

及
び

安
全

性
の

向
上

　
・
産

業
活

動
の

支
援

  
・
観

光
振

興
に

よ
る

地
域

の
活

性
化

○
事

業
概

要
　

・
延

長
　

０
．

８
４

ｋ
ｍ

○
事

業
進

捗
率

　
約

５
０

％

1
,0

2
0
,0

0
0

（
2
,0

4
0
,0

0
0
）

継
続

・
本

事
業

は
「
走

行
性

及
び

安
全

性
の

向
上

」
、

「
産

業
活

動
の

支
援

」
、

「
観

光
振

興
に

よ
る

地
域

の
活

性
化

」
を

目
的

と
す

る
事

業
で

あ
る

。
・
費

用
対

効
果

が
十

分
に

認
め

ら
れ

る
事

業
で

あ
る

。
・
事

業
進

捗
率

は
、

事
業

費
ベ

ー
ス

で
5
0
％

で
あ

り
、

用
地

に
つ

い
て

は
す

べ
て

取
得

済
み

で
あ

る
。

・
行

橋
市

等
か

ら
早

期
整

備
の

要
望

が
あ

り
、

地
域

の
協

力
体

制
が

整
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

、
令

和
5
年

度
の

事
業

完
了

を
目

指
し

、
本

事
業

を
「
継

続
実

施
」
と

す
る

。

県
土

整
備

部
道

路
建

設
課

道
路

事
業

平
成

1
8
年

度
～

令
和

8
年

度
（
予

定
）

太
宰

府
市

主
要

地
方

道
筑

紫
野

古
賀

線 （
太

宰
府

市
工

区
）

○
事

業
の

目
的

　
・
広

域
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

強
化

　
・
交

通
混

雑
の

緩
和

　
・
交

通
安

全
性

の
向

上
○

事
業

概
要

　
・
延

長
　

２
．

２
ｋ
ｍ

○
事

業
進

捗
率

　
約

７
２

％

6
,3

3
0
,0

0
0

（
8
,8

0
0
,0

0
0
）

継
続

・
主

要
地

方
道

 筑
紫

野
古

賀
線

（
太

宰
府

市
工

区
）
は

、
４

車
線

化
に

よ
り

交
通

容
量

を
拡

大
し

、
「
広

域
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

強
化

」
、

「
交

通
混

雑
の

緩
和

」
、

「
交

通
安

全
性

の
向

上
」
を

目
的

と
す

る
事

業
で

あ
る

。
・
費

用
対

効
果

が
十

分
に

認
め

ら
れ

る
事

業
で

あ
る

。
・
事

業
進

捗
率

は
、

事
業

費
ベ

ー
ス

で
約

7
2
％

で
あ

り
、

用
地

は
約

8
4
％

が
完

了
し

て
い

る
。

・
期

成
会

か
ら

の
早

期
完

成
要

望
が

あ
り

、
地

域
の

協
力

体
制

も
整

っ
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
、

令
和

8
年

度
の

事
業

完
了

を
目

指
し

、
本

事
業

を
「
継

続
実

施
」
と

す
る

。
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県
土

整
備

部
道

路
建

設
課

道
路

事
業

平
成

2
6
年

度
～

令
和

1
0
年

度
（
予

定
）

中
間

市
一

般
県

道
中

間
水

巻
線

（
蓮

花
寺

工
区

）

○
事

業
の

目
的

　
・
交

通
混

雑
の

緩
和

　
・
緊

急
輸

送
道

路
の

機
能

向
上

　
・
地

域
づ

く
り

の
支

援
○

事
業

概
要

　
・
延

長
　

１
．

４
７

ｋ
ｍ

○
事

業
進

捗
率

　
約

７
％

4
7
0
,0

0
0

（
6
,6

0
0
,0

0
0
）

継
続

・
本

事
業

は
「
交

通
混

雑
の

緩
和

」
、

「
緊

急
輸

送
道

路
の

機
能

向
上

」
、

「
地

域
づ

く
り

の
支

援
」
を

目
的

と
す

る
事

業
で

あ
る

。
・
費

用
対

効
果

が
十

分
に

認
め

ら
れ

る
事

業
で

あ
る

。
・
事

業
進

捗
率

は
、

事
業

費
ベ

ー
ス

で
約

7
％

で
あ

り
、

用
地

は
約

7
0
％

が
完

了
し

て
い

る
。

・
中

間
市

か
ら

早
期

完
成

要
望

が
あ

り
、

ま
た

協
力

体
制

も
整

っ
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
、

令
和

1
0

年
度

の
事

業
完

了
を

目
指

し
、

本
事

業
を

「
継

続
実

施
」
と

す
る

。

県
土

整
備

部
道

路
建

設
課

道
路

事
業

平
成

2
3
年

度
～

令
和

5
年

度
（
予

定
）

朝
倉

市
一

般
県

道
塔

瀬
十

文
字

小
郡

線
（
牛

鶴
工

区
）

○
事

業
の

目
的

　
・
歩

行
者

等
の

安
全

性
向

上
　

・
円

滑
な

交
通

の
確

保
　

・
広

域
幹

線
道

路
へ

の
ア

ク
セ

ス
機

能
の

強
化

○
事

業
概

要
　

・
延

長
　

０
．

８
８

ｋ
ｍ

○
事

業
進

捗
率

　
約

８
９

％

6
0
0
,0

0
0

（
6
8
0
,0

0
0
）

継
続

・
本

事
業

は
「
歩

行
者

等
の

安
全

性
向

上
」
、

「
円

滑
な

交
通

の
確

保
」
、

「
広

域
幹

線
道

路
へ

の
ア

ク
セ

ス
機

能
の

強
化

」
を

目
的

と
す

る
事

業
で

あ
る

。
・
費

用
対

効
果

が
十

分
に

認
め

ら
れ

る
事

業
で

あ
る

。
・
事

業
進

捗
率

は
、

事
業

費
ベ

ー
ス

で
8
9
％

で
あ

り
、

用
地

は
令

和
２

年
度

末
に

は
取

得
完

了
予

定
で

あ
る

。
・
地

元
自

治
体

か
ら

の
早

期
完

成
要

望
が

あ
り

、
地

域
の

協
力

体
制

が
整

っ
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
、

令
和

5
年

度
の

事
業

完
了

を
目

指
し

、
本

事
業

を
「
継

続
実

施
」
と

す
る

。
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県
土

整
備

部
河

川
整

備
課

河
川

事
業

平
成

9
年

度
～

令
和

8
年

度
（
予

定
）

岡
垣

町
、

遠
賀

町
戸

切
川

○
事

業
の

目
的

　
・
洪

水
に

よ
る

浸
水

被
害

の
軽

減
○

事
業

概
要

　
・
延

長
　

２
．

０
８

ｋ
ｍ

○
事

業
進

捗
率

　
約

６
３

％

5
,2

8
1
,5

0
0

（
8
,4

1
1
,0

0
0
）

継
続

・
本

事
業

は
、

「
洪

水
に

よ
る

浸
水

被
害

の
軽

減
を

は
か

る
」
こ

と
を

目
的

と
す

る
事

業
で

あ
る

。
・
費

用
対

効
果

が
十

分
に

認
め

ら
れ

る
事

業
で

あ
る

。
・
事

業
進

捗
は

、
事

業
費

ベ
ー

ス
で

約
6
3
％

で
あ

り
、

用
地

は
約

8
7
％

が
完

了
し

て
い

る
。

・
「
戸

切
川

改
修

期
成

同
盟

会
」
及

び
地

元
か

ら
早

期
完

成
要

望
が

あ
り

、
地

元
自

治
体

や
地

域
住

民
の

協
力

体
制

は
整

っ
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
、

令
和

8
年

度
の

事
業

完
了

を
目

指
し

、
本

事
業

を
「
継

続
実

施
」
と

す
る

。

県
土

整
備

部
河

川
整

備
課

河
川

事
業

平
成

2
0
年

度
～

令
和

6
年

度
（
予

定
）

久
留

米
市

不
動

川
・
藤

町
川

○
事

業
の

目
的

　
・
洪

水
に

よ
る

浸
水

被
害

の
軽

減
○

事
業

概
要

　
・
延

長
　

０
．

８
０

ｋ
ｍ

○
事

業
進

捗
率

　
約

８
２

％

2
,0

7
2
,8

0
0

（
2
,5

1
6
,0

0
0
）

継
続

・
本

事
業

は
、

「
洪

水
に

よ
る

浸
水

被
害

の
軽

減
を

は
か

る
」
こ

と
を

目
的

と
す

る
事

業
で

あ
る

。
・
費

用
対

効
果

が
十

分
に

認
め

ら
れ

る
事

業
で

あ
る

。
・
事

業
進

捗
は

、
事

業
費

ベ
ー

ス
で

約
8
2
％

で
あ

り
、

用
地

は
約

8
1
％

が
完

了
し

て
い

る
。

・
地

元
か

ら
早

期
完

成
要

望
が

あ
り

、
地

元
自

治
体

や
地

域
住

民
と

の
協

力
体

制
は

整
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

、
令

和
6
年

度
の

事
業

完
成

を
目

指
し

、
本

事
業

を
「
継

続
実

施
」
と

す
る

。
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県
土

整
備

部
河

川
整

備
課

河
川

事
業

平
成

2
3
年

度
～

令
和

2
2
年

度
（
予

定
）

み
や

ま
市

楠
田

川
○

事
業

の
目

的
　

・
洪

水
に

よ
る

浸
水

被
害

の
軽

減
○

事
業

概
要

　
・
延

長
　

２
．

２
２

ｋ
ｍ

○
事

業
進

捗
率

　
約

３
０

％

9
0
7
,7

0
0

（
3
,0

2
3
,0

0
0
）

継
続

・
本

事
業

は
、

「
洪

水
に

よ
る

浸
水

被
害

の
軽

減
を

は
か

る
」
こ

と
を

目
的

と
す

る
事

業
で

あ
る

。
・
費

用
対

効
果

が
十

分
に

認
め

ら
れ

る
事

業
で

あ
る

。
・
事

業
進

捗
は

、
事

業
費

ベ
ー

ス
で

約
3
0
％

で
あ

り
、

用
地

は
約

3
3
％

が
完

了
し

て
い

る
。

・
地

元
か

ら
早

期
完

成
要

望
が

あ
り

、
地

元
自

治
体

や
地

域
住

民
の

協
力

体
制

は
整

っ
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
、

令
和

2
2

年
度

の
事

業
完

了
を

目
指

し
、

本
事

業
を

「
継

続
実

施
」
と

す
る

。

県
土

整
備

部
河

川
整

備
課

河
川

事
業

昭
和

5
9
年

度
～

令
和

1
8
年

度
（
予

定
）

行
橋

市
江

尻
川

○
事

業
の

目
的

　
・
洪

水
に

よ
る

浸
水

被
害

の
軽

減
○

事
業

概
要

　
・
延

長
　

４
．

５
５

ｋ
ｍ

○
事

業
進

捗
率

　
約

３
７

％

1
.4

1
5
,2

0
0

（
3
,7

5
7
,2

0
0
）

継
続

・
本

事
業

は
、

「
洪

水
に

よ
る

浸
水

被
害

の
軽

減
を

は
か

る
」
こ

と
を

目
的

と
す

る
事

業
で

あ
る

。
・
費

用
対

効
果

が
十

分
に

認
め

ら
れ

る
事

業
で

あ
る

。
・
事

業
進

捗
は

、
事

業
費

ベ
ー

ス
で

約
3
7
％

で
あ

り
、

用
地

は
約

4
8
％

が
完

了
し

て
い

る
。

・
地

元
か

ら
早

期
完

成
要

望
が

あ
り

、
地

元
自

治
体

や
地

域
住

民
と

の
協

力
体

制
は

整
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

、
令

和
1
8

年
度

の
事

業
完

成
を

目
指

し
、

本
事

業
を

「
継

続
実

施
」
と

す
る

。
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県
土

整
備

部
河

川
整

備
課

河
川

事
業

昭
和

5
4
年

度
～

令
和

2
7
年

度
（
予

定
）

行
橋

市
、

苅
田

町
長

峡
川

○
事

業
の

目
的

　
・
洪

水
に

よ
る

浸
水

被
害

の
軽

減
○

事
業

概
要

　
・
延

長
　

２
１

．
３

０
ｋ
ｍ

○
事

業
進

捗
率

　
約

９
２

％

2
6
,3

7
0
,3

4
0

（
2
8
,5

0
6
,0

4
0
）

継
続

・
本

事
業

は
、

「
洪

水
に

よ
る

浸
水

被
害

の
軽

減
を

は
か

る
」
こ

と
を

目
的

と
す

る
事

業
で

あ
る

。
・
費

用
対

効
果

が
十

分
に

認
め

ら
れ

る
事

業
で

あ
る

。
・
事

業
進

捗
は

、
事

業
費

ベ
ー

ス
で

約
9
2
％

で
あ

り
、

用
地

は
約

9
9
％

が
完

了
し

て
い

る
。

・
地

元
か

ら
早

期
完

成
要

望
が

あ
り

、
地

元
自

治
体

や
地

域
住

民
と

の
協

力
体

制
は

整
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

、
令

和
2
7

年
度

の
事

業
完

成
を

目
指

し
、

本
事

業
を

「
継

続
実

施
」
と

す
る

。

県
土

整
備

部
河

川
整

備
課

河
川

事
業

平
成

8
年

度
～

令
和

1
3
年

度
（
予

定
）

福
岡

市
、

糸
島

市
瑞

梅
寺

川
○

事
業

の
目

的
　

・
洪

水
に

よ
る

浸
水

被
害

の
軽

減
○

事
業

概
要

　
・
延

長
　

２
．

３
３

ｋ
ｍ

○
事

業
進

捗
率

　
約

７
０

％

4
,9

2
2
,2

0
0

（
7
,0

1
1
,8

0
0
）

継
続

・
本

事
業

は
、

「
洪

水
に

よ
る

浸
水

被
害

の
軽

減
を

は
か

る
」
こ

と
を

目
的

と
す

る
事

業
で

あ
る

。
・
費

用
対

効
果

が
十

分
に

認
め

ら
れ

る
事

業
で

あ
る

。
・
事

業
進

捗
は

、
事

業
費

ベ
ー

ス
で

約
7
0
％

で
あ

り
、

用
地

補
償

は
約

9
7
％

が
完

了
し

て
い

る
。

・
地

元
か

ら
早

期
完

成
要

望
が

あ
り

、
地

元
自

治
体

や
地

域
住

民
と

の
協

力
体

制
は

整
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

、
令

和
1
3

年
度

の
事

業
完

成
を

目
指

し
、

本
事

業
を

「
継

続
実

施
」
と

す
る

。
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県
土

整
備

部
港

湾
課

海
岸

事
業

平
成

2
3
年

度
～

令
和

9
年

度
（
予

定
）

苅
田

町
苅

田
港

海
岸

○
事

業
の

目
的

　
・
台

風
に

よ
る

高
潮

・
越

波
被

害
か

ら
背

後
地

の
人

命
及

び
財

産
等

を
防

護
す

る
○

事
業

概
要

　
・
堤

防
の

嵩
上

げ
○

事
業

進
捗

率
　

約
５

５
％

1
,1

0
0
,0

0
0

（
1
,9

9
0
,0

0
0
）

継
続

・
本

事
業

は
、

「
台

風
に

よ
る

高
潮

・
越

波
被

害
か

ら
背

後
地

の
人

命
お

よ
び

財
産

等
を

防
護

」
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
事

業
で

あ
る

。
・
費

用
対

効
果

が
十

分
に

認
め

ら
れ

る
事

業
で

あ
る

。
・
事

業
進

捗
は

事
業

費
ベ

ー
ス

で
5
5
%
で

あ
る

。
・
地

元
か

ら
早

期
完

了
要

望
が

あ
り

、
ま

た
、

地
元

関
係

者
や

関
係

機
関

と
の

協
力

体
制

も
整

っ
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
、

令
和

9
年

度
の

事
業

完
了

を
目

指
し

、
本

事
業

を
「
継

続
実

施
」
と

す
る

。

県
土

整
備

部
港

湾
課

海
岸

事
業

平
成

2
3
年

度
～

令
和

2
0
年

度
（
予

定
）

大
牟

田
市

三
池

港
海

岸
○

事
業

の
目

的
　

・
台

風
に

よ
る

高
潮

・
越

波
被

害
か

ら
背

後
地

の
人

命
及

び
財

産
等

を
防

護
す

る
○

事
業

概
要

　
・
堤

防
の

嵩
上

げ
○

事
業

進
捗

率
　

約
２

６
％

9
2
0
,0

0
0

（
3
,5

7
0
,0

0
0
）

継
続

・
本

事
業

は
、

「
台

風
に

よ
る

高
潮

・
越

波
被

害
か

ら
背

後
地

の
人

命
及

び
財

産
等

を
防

護
」
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
事

業
で

あ
る

。
・
費

用
対

効
果

が
十

分
に

認
め

ら
れ

る
事

業
で

あ
る

。
・
事

業
進

捗
は

事
業

費
ベ

ー
ス

で
2
6
%
で

あ
り

、
用

地
取

得
は

完
了

し
て

い
る

。
・
地

元
か

ら
早

期
完

了
要

望
が

あ
り

、
ま

た
、

地
元

関
係

者
や

関
係

機
関

と
の

協
力

体
制

も
整

っ
て

い
る

。
こ

れ
ら

こ
と

か
ら

、
令

和
2
0
年

度
の

事
業

完
了

を
目

指
し

、
本

事
業

を
「
継

続
実

施
」
と

す
る

。
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県
土

整
備

部
砂

防
課

砂
防

事
業

平
成

9
年

度
～

令
和

7
年

度
（
予

定
）

う
き

は
市

大
谷

川
（
砂

防
）

○
事

業
の

目
的

　
・
土

砂
災

害
か

ら
住

民
の

生
命

、
財

産
及

び
公

共
施

設
を

守
る

○
事

業
概

要
　

・
流

域
面

積
　

１
．

９
３

ｋ
㎡

○
事

業
進

捗
率

　
約

７
１

％

2
,5

4
0
,0

0
0

（
3
,5

6
0
,0

0
0
）

継
続

・
土

砂
災

害
か

ら
住

民
の

生
命

、
財

産
及

び
公

共
施

設
を

守
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

事
業

で
あ

る
。

・
費

用
対

効
果

は
十

分
に

認
め

ら
れ

る
事

業
で

あ
る

。
・
事

業
進

捗
は

、
事

業
費

ベ
ー

ス
で

約
7
1
％

で
あ

り
、

用
地

は
1
0
0
％

完
了

し
て

い
る

。
・
地

元
か

ら
早

期
完

成
が

望
ま

れ
て

お
り

、
地

元
自

治
体

や
地

域
住

民
と

の
協

力
体

制
は

整
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

、
令

和
７

年
度

の
事

業
完

了
を

目
指

し
、

本
事

業
を

「
継

続
実

施
」
と

す
る

。

県
土

整
備

部
砂

防
課

砂
防

事
業

平
成

2
3
年

度
～

令
和

9
年

度
（
予

定
）

豊
前

市
下

尾
平

川
（
砂

防
）

○
事

業
の

目
的

　
・
土

砂
災

害
か

ら
住

民
の

生
命

、
財

産
及

び
公

共
施

設
を

守
る

○
事

業
概

要
　

・
流

域
面

積
　

０
．

０
４

ｋ
㎡

○
事

業
進

捗
率

　
約

１
４

％

7
5
,0

0
0

（
5
2
0
,0

0
0
）

継
続

・
土

砂
災

害
か

ら
住

民
の

生
命

、
財

産
及

び
公

共
施

設
を

守
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

事
業

で
あ

る
。

・
費

用
対

効
果

が
十

分
に

認
め

ら
れ

る
事

業
で

あ
る

。
・
事

業
進

捗
は

、
事

業
費

ベ
ー

ス
で

約
1
4
%
で

あ
り

、
用

地
は

約
7
5
％

が
完

了
し

て
い

る
。

・
地

元
よ

り
早

期
完

成
要

望
が

あ
り

、
地

元
自

治
体

や
地

域
住

民
と

の
協

力
体

制
は

整
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

、
令

和
９

年
度

の
事

業
完

了
を

目
指

し
、

本
事

業
を

「
継

続
実

施
」
と

す
る

。
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建
築
都
市
部

公
園
街
路
課

街
路
事
業

平
成
1
5
年
度
～

令
和
6
年
度

（
予
定
）

○
事
業
箇
所
の
市
町
村

　
春
日
市

　
大
野
城
市

○
事
業
箇
所
名

　
西
鉄
天
神
大
牟
田
線

　
（
春
日
原
～
下
大
利
）

　
連
続
立
体
交
差

○
目
的

・
踏
切
に
起
因
す
る
交
通
混
雑
の
緩
和

・
鉄
道
で
分
断
さ
れ
た
市
街
地
の
一
体

　
的
な
形
成

・
踏
切
内
で
の
事
故
危
険
性
の
解
消

○
概
要

・
延
長
　
3
,
2
9
9
m

○
進
捗
率
　
8
2
.
9
%

5
1
,
0
0
0
,
0
0
0

(
6
1
,
5
0
0
,
0
0
0
)

継
続

費
用
対
効
果
が
十
分
に
認
め

ら
れ
る
事
業
で
あ
り
、
地
域

の
協
力
体
制
も
整
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
「
継
続
実
施
」

と
す
る
。

建
築
都
市
部

公
園
街
路
課

街
路
事
業

平
成
2
5
年
度
～

令
和
9
年
度

（
予
定
）

○
事
業
箇
所
の
市
町
村

　
久
留
米
市

○
事
業
箇
所
名

　
都
市
計
画
道
路

　
久
留
米
駅
南
町
線

○
目
的

・
幹
線
道
路
の
機
能
強
化

・
Ｊ
Ｒ
と
の
平
面
交
差
の
解
消

・
地
域
の
交
通
安
全
の
確
保

○
概
要

・
延
長
　
9
5
0
m

○
進
捗
率
　
6
0
.
2
%

4
,
5
4
0
,
0
0
0

(
7
,
5
4
0
,
0
0
0
)

継
続

費
用
対
効
果
が
十
分
に
認
め

ら
れ
る
事
業
で
あ
り
、
地
域

の
協
力
体
制
も
整
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
「
継
続
実
施
」

と
す
る
。
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